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組合活動アンケートまとまる

中小企業事業団が2機器を開発し発表

今年度の技能検査合格者は二級 8人

デザインのすすめ
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新年こ・ぁいさつ

構造調整の中でこそ

地域経済の活性化に期待
岐阜県プラスチック工業組合

理事長大 野 繁 俊

1 9 8 9年ー。謹んで新年のこ‘挨拶を申し上げます。

組合員各位におかれましては、ますますこ清栄のこととお慶

び申し上げます。

この年頭にあたりまして、まず、想いめぐらすことは「プラ

スチックの生産量が 1,000万トン、金属に換算しますと 6,000万

トンに達し、鉄の生産量へと迫った」という業界ニュースであり

ます。このことはわが国工業の発達と、材料性能や成形技術に対し、絶えざる改良と研究

を進めてきた結果であるといえます。昨年秋、組合から大阪へ見学旅行しましたプラスチ

ック・ゴム見本市を見ましても新しい機器、成形法、樹脂材料、製品などが一堂に公開さ

れ、めざましいプラスチック業界の発展ぶりが広く紹介されました。私どもプラスチック

成形業者は、その業界を構成する一団体、一企業として大いに意を強くしました。

プラスチックは高度成長時代の落とし子といわれ、とかく代用品的なイメージがありま

したが、その後の技術の発展に支えられて大きく質的に転換、素材革命の主役として躍進

しております。とくにエンプラ部門では、優れた機能性樹脂が相次いで誕生し、金属や木

材、紙など、これまでの主役的素材を駆逐しつつあり、プラスチック産業はますます根幹

を太くし、成長を遂げつつあります。

折から、わが国の経済環境は、 1ドル 120円台という超円高時代を迎えております。数

度のオイルショックと不況、これに続く貿易摩擦、円高、構造不況などと経済環境はめまぐ

るしく変動しております。幸い日本経済は円高不況を克服し、内需に主導された景気は拡

大に転じつつあります。しかし、輸出業種の海外展開の進展から下請企業の受注減少、一

方、忌増するアジアNIES製品との競合など、これまでにない急激な変化が生じていま

す。景気が拡大する中で、このような構造調整の進展が地域経済へ影署を与えており、地

域の活性化に大きく期待されております。

今日のプラスチック成形加工業界は、こうした悪環境にめげずに軽薄短小時代の主役と

して急成長を遂げていますが、まだまだ組合を取り巻く環境は極めて厳しいものがありま

す。どうか組合員各位の一層の努力によって業界が発展し、ひいては企業が繁栄すること

を祈念して、新年のこ挨拶といたします。
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分科会や支部活動で活性化
1 組合活動アンケートまとまる I

ファクシミリ通信で情報提供を

岐阜県プラスチック工業組合は、附和63年を創立記念の年として各種の事業を実施して

きたが、その締めくくりとして『組合活動アンケート」を行い、このほど中間報告をまと

めた。アンケートは、業界を取り巻く環境変化が著しいことから組合員のニーズを探り、

新しい組合活動として事業展開して行くのがねらいで①地区別支部や業種別分科会を設け

参画しやすい形で組合組織の拡充を図る②成形機や原材料の共同仕入れを行う＠情報の収

集や提供事業を強化し、ファクシミリ通信を実施する④後継者を中心に経営、技術の研究

ゃ研会を行うーなどの結果が得られた。工業組合では貴重な組合員ニーズとして新年度

から順次、事業に組み入れていく方針でいる。

多い成形機や原料の共同購入希望

『組合活動アンケート』は、 B5判 6枚をセ

ットに、 6項目を順次、記入してもらった。

第一項目の「組合組織の充実」では①組合員

の増強拡大が 34.3％②地区別支部づくりと支部

活動25.0％③業種別分科会づくりと分科会活動

25.0％ーの意見が多かった。県内プラスチック

業界は全県的に分散立地のところから、地域の

ブランドの創設 15. 6％とつづく。したがって

県工業技術センターなど公設試験場との連携強化

が重要といえる。また、ブランドの創設は分科

会やグループの活動テーマとして期待できる。

第四項目の「情報の収集と提供」ではファク

シミリ通信 84.8%、行政施策や制度の情報提供

28.1%、組合員名簿の•台帳の整備充実 18.7%

など。ファクシミリはすでに組合員の70％に導

入され、実現可能な事業で、行政施策や諸制度

を手始めにファクシミリで提供していく方針。会員が参画しやすい支部活動や業種別の分科会

活動を活発化することを強く望んでいる。
研修テーマは経営、新技術、新製品

第二項目の「共同化事業の充実」では、成形

機の共同購人 25.0％が最も多く、ついで共同受

注、原材料の共同仕人れが多かった。今後、組

合事業として「商談をかねた工場見学会」 「メ

ーカーを招いての機甜説明会」 「融資制度のあ

っ脱や説明会」などの開催が望まれる。

公設試験研究機関とのタイアップ

第三項目の「事務局懐能の強化」では、試験

測定機器の設懺が 18.7％で一番多く、岐阜県産

第五項目の「研修会の充実」は、経営の研究

会 28.1%、後継者の育成25.0％がめだった。組

合青年部活動の充実が望まれるわけで、内容的

には最新技術や新製品の開発研究も加え、とく

に夜間の研修に希望が多い。

第六項目の「福利厚生事業」は、事業主や経

営者向けでは厚生年金基金の開設、従業員対象

では運動会やスポーツ大会の開催、共済・個人

年金制度の実施に希望が多かった。
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再生プラスチ
ック用押出機 省エネ効果よ＜

 中小企業事業団が2機器を開発、

品質は向上
成果を公開発表

形状加工面を高品質仕上げ 金型の自動
みがき装置

中小企業事業団は、中小企業の技術水準の向上を図るために、中小企業向けの機械装置

の開発を行う技術開発事業を実施しているが、このほどプラスチック業界など関係業界か

らの要望を受けて『再生プラスチック用押出機』と『金型自動みがき装置』の開発に成功

し、その成果を公開した。

『再生プラスチック用押出機』は、 PE、PPなどのフィルム・容器の廃プラスチック

再生加工時の溶融・混練工程における品質の向上や省エネ化を図った。また『金型自動み

がき装置』は、 プラスチック金型の形状加工向を高品質な仕上げ面に改善する砦き工程を

目動的に行う装置である。

いずれも 61年度から 3年がかりで研究開発を進めてきたもので、今後、プラスチック

業界の活用がまたれる。

再生プラスチック用押出機l
《開発の目的》 従来は廃プラスチ

ック再生品専用の押出機が少なく、一

般の押出機を転用して使用することが

多かっだ。このため一定品質の再生品

を造ることが困難で、 しかも、生産性

が低く、エネルギーの使用効率も低い

ものであった。

この開発事業ではかさ比重の小さい

原料（ポリエチレン、ポリプロヒ°レン）

など、熱可塑性の汎用樹脂を対象に効率よく溶

融・混練し、生産性及び製品の品質向上が図れ

エネルギー効率の高い再生プラスチック専用の

押出機の開発を目的とした。

多段式の押出装證で 3段は安定用 I

第

二

段

単

軸

押

出

機

の

部

分

《開発システムの概要》 システムは現在、

最も多く消賽されている原科の種類や成形方法

処理量を考慮したもの。

処理可能な再生用原料はポリエチレン、ポリ

プロヒ°レンのオレフィン系樹脂。 そのほかポリ

スチレン、エチレン酢ビアセタールを含有した

オレフィン系樹脂も処理可能である。

処理可能な再生用原料の形状は、適当な大き

さに粉砕したフィルム状の成形品、射出成形品

中空成形品。

押出能力は 200kg/h。押出装骰は多段式と

し、原料供給用の第 1段 2軸押出機はスクリュ
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可塑化溶融

第 2段単軸押出機
ご＞

~
 9: ; ：水用I溶融・混練

安定吐出
第3段単軸押出機

一径が100筋煎¢。口］塑化溶融の第 2段単軸押出

機もスクリュー径 100笏筋 g。最後の溶融・混練

安定吐出を行う第 3段単軸押出機はスクリュー

径 130,,0'.。

優れた排ガス機能をもち自動運転 j

《開発装置の特徴》

ラフ状の原料を安定した状態で供給・吐出する

①かさ比重の小さいフ

ことができる。ベルトコンベヤによる計量搬送

により、フラフ状の原料を凝縮・凝固させるこ

となく安定して供給することができる。 また、

供給用の 2軸押出機により低速回転で、大量の

原料を溶融・混練押出機本体へ供給することが

可能である。

②優れた排ガス機能を有している。スクリュ

ウー搬送による背圧効果と、駆動側に設けられ

た外部との多連通穴の組み合わせ、さらに第 3

押出機に設けられたベント孔より、原料中に含
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まれる空気分・水分を効率よく排出させれる。

③スクリュ一方式により高い溶融・混練効果

が得られる。スクリューの回転による安定した

原料の供給と、溶融混練機による剪断・圧縮作

用により均ーな溶融と混練を行い、不溶解吻等

の残留のない溶融樹脂状態を作り上げる。

④全自動運転システムを採用している。ベル

トコンベヤによる押出機への原料の搬送、供給

用の 2軸第 1押出槻から溶融第 2押出機及び吐

出用の溶融・混練第 3押出機に至るまで、人出

を要さない一連の自動般送機構を備えている。

なお、開発機を製作したのはプラコー、スズ

工電機の二社である。

金型目動みがき装置 j

《開発の目的》 近年、金型製造業界に対し

金型の高品質、高性能化、短納期化、低価格化

の要求が高まっている。しかし、金型製造工程

研磨作業中の金型自動みがき装置

の中で、大きなウエートを占めている「みがき

工程」については、そ(j)(iとんどを熟練者のF

作業に頼っている。

とくに、プラスチック金型などの複雑な形状

で、高品質な仕上げを要する物については、全

体として作業能率及び加工精度の面で問題があ

り、また、熟練作業者の裔齢化と若年労働者の

不足という事態が深刻化しつつある。

これらの問題に対処するため自由曲面を有す

るプラスチック射出成形金型を対象とし、複雑

な形状の金型を高品質に能率よく磨け、省人化

コストの低減、短納期化に対応できる「金型自

動みがき装箇」を開発した。

動作範囲は l,OOOm以 85(}'n廊又 800m工く 360゚X

255° となっている。

自由曲面をもつ射出用金型が対象 j

《開発装置の概要》 開発装置は自由曲面を

もつプラスチック射出成形用の金型を対象とし

た自動みがき装置で、作業者の指示した麿き条

件に従いエ具を金型のみがき対象面に対し直角

に、所定の力で押し付けながら均ーに磨ける。

この装置は、ガントリ一方式の直角座標型 5

軸同時制御ロボット本体を中心にATC(エ具

自動交換装樅）フローティング機構を傭えたツ

ール部、システムコントローラ、ロボットコン

トローラ、教示ペンダント、カラーディスプレ

ーからなるコントローラ部並びに研削液術環装

置の周辺装置で構成されている。

うねり、だれのない高品質仕上げ j

《開発装置の特徴》 ①みがき工具を対象面

と直角に、所定の力で押し付けながら均ーに麿

くことにより、カッターマーク (50μ m程度の

凹凸）のある形状加工面から、うねり、だれの

ない高品質な仕上げ面 (0.3μmRmax程度）
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を得ることができる。

②押し付け力、送り速度、 ヒ゜ノチ、エ具の回

転数、磨きペターン、磨き回数と時間等、磨き

条件を自由に設定することができる。

③メニューの選択による対話方式なので、操

作性が優れている。

④ロボットの直動軸及び回転部分に直動型の

ダイレクトドライブモーターを採用しており、

従来の機種に比べて教示作業が容易である。

⑤磨き対象面の形状を容易に教示できる代表

点教示方式と、ロボットを直接手で操作するダ

イレクト教示方式の採用により、教示時間が短

縮された。

⑥ATC（エ具自動交換装置）を装備してお

り、長時間の自動運転が可能になった。

なお、装置の開発委託先はダイキン工業卸と

ロボットメーション卿の 2社で運転研究は昨門

野金型製作所の協力より完成した。

『再生プラスチック用押出機』と『金型

自動みがき装置』の公開普及説明会の詳細

資料は、工業組合事務局に保管してありま

す。閲覧してください。

職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
で
の
表
彰
式

足立さんが卓越技能者に

職業能力開発促進大会で知事表彰

『第 9回岐阜県職業能力開発促進大会」が県

と県職業能力開発協会の主催で11月22日、岐阜

産業会館で開かれた。職業能力開発の璽要性を

周知し技能尊重の気風を呼び掛けるもので、こ

の席上、卓越技能者、職業訓練、技能検定推進

功労者など94人が表彰された。

とくにプラスチック業界からは岐阜プラスチ

ック工業の足立弘之さんが「卓越技能者」とし

て県知事表彰を受けた。足立さんは、プラスチ

ック製品の製造に優れた技術を発揮し「屈曲管

成形用金型」を考案し、エルボ型塩ビ管継手の

生産を行い、業界発展と後継者指導を行った。

ポリエチレン

スミカセ/"R
エチレン酢酸ヒニル共重合樹脂

エバテートR
ポリプロピレン

住友ノープレンR
ポリスチレン樹脂

エスプライト

塩化ビニル樹脂

スミリットR
メタアクリルシート

スミペックスR
メタアクリ几樹脂

スミペックス-BR
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

住友@SBR
合成ゴムEPR

エスプレンR
エチレン酢酸ビニル
塩化ビニル共重合樹脂

スミグラフトR

住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571
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講演会やシンポジウム開催

ロ岐阜地域産業イメージアップ21委発足ロ

プラスチック工業組合はじめ家具、繊維、菓

子、酒造、金属、印刷など岐阜地域の七業界団

体は、互いに連携し、産地のイメージアップを

図ろうと「岐阜地域産業イメージアップ21委員

会」を設け、地場産業総合振興事業と取り組む

ことになった。

委員会は各団体のトッフ；と事務厨の代表、そ

れに伊奈波県事務所が加わり、事業は業界こ‘‘と

に現状や間題点を洗い出して討議し、また、講

演会やシンポジウムを開催し、イメージアップ

の方策を探る。さらに展示・

イベント施設や人材の開発、

地域ブランドづくり、産業と

観光の結びつきなどについて

も話し合い、マーケティング

戦略の検討も行う。

講演会は 2回を予定し、そ

の第 1回は昨年 1田22日、岐

阜産業会館に各業界の関係者

約 150人が集まり開かれた。

テーマは「地場産業のソフト

化戦略」で、講師は三菱総研

の柳沢賢一郎主任研究員。

柳沢さんは「岐阜県とはどんな

県か」 「ソフト化戦略をどうたて

るべきかーについて講演した。

その中で「未来博というイベン

トに成功したからといって、人々は再び岐阜ヘ

来てくれるとは限らない。いま岐阜県に、会場

跡地にメモリアルホールをつくる計画があるが

むしろ成功を磯会に県外に向かって施設計画を

進めることが大切だ。上昇した[D名度をさらに

生かすのなら岐阜につくらず、県産品や観光を

売り出したい大都会に展示館や岐阜県をPRす

る施設つくりを計画すべきである」と述べた。

第 2回講演会は、 1月t7日に岐阜産業会館で

開催される。

岐旱地域産業イメージアップ委員会の初事業

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン樹脂

NO 
ポリカーポネート樹脂

ID NOVARE翼R
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口の技能検定合格者は二級8人
理事会の席上で大野理事長から証書を伝達―-----／口

本年度のプラスチック射出成

形・技能検定の合格者が決まり

さる 12月12日、岐阜産業会館会

議室で開催した理事会の席上で

「検定合格証書」の伝達式を行

った。

検定合格者は12人、組合関係

は8人で、いずれも二級ばかり。

合年0受検者は一級 8人、 2級36

人と大量受検したことからみる

と、合格率は低調であった。

伝達式は各理事らが見守る中

大野理事長が一人一人に証書、 大野理事長から合格証書を受ける技能検定合格者

技能士章、技能士バッチを手渡した後「プラス

チ y ク射出成形技能士は、まだ、全国的にも少

なく、検定合格を誇りにしてほしい」と激励し

た。

検定合格者は国枝裕之（名古屋三光・岐阜エ

場）和田東洋芙（武藤化成工業所）金武俊之、

可知稀久也（岐阜プラスチック工業）木村充男

（大栄工業）中島市則、野田一彦、川口康之（

岐阜プラスチック工業）のみなさん。

これで岐阜県下の技能士は一級 5人は変わり

なく、二級が97人となった。

1月15日に成形用金型の技能検定

本年度から新しく岐阜県でも「プラスチソク

成形用金型製作」の技能検定が行われる。受検

希望者は 11人で、実技試験は、当工業組合と金

型工業組合の協力のもとに 1月15日と同16日の

両日、揖斐郡大野町にある岐阜職業訓練短期大

学校で行われる。

学科試験は64年 1月29日（全国一斉）に岐阜

大学で行い、合格者の発表は 6糾瑶月24日

油化 品
〇）取扱品

ポリスチレン

1氏密 度 ポ リ エ チ レ ン

高密度ポリエチレシ

ポリブロピレン

カルプR

ポリカーボネート

出光日濾化学樵式舎社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒］00 ft 03-213-3!11 
名白屋文府 名古居市中［メ栄 2I月1番1号＼日 1地名廿，1至ピル 5F 〒460 ffll52 -231 -8611 
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テザ` イン3すすめ
岐阜県プラスチックデザイン協会

イメージヘの対応

県工業技術センターでは、デザインヘの高い

関心の高まりとともに、デザイン講習会やセミ

ナーの槻会を多くして、県内企業のデザイン開

発に必要な資科等の情報提供を行っている。

しかし、製品個々のデザイン開発においては

なおかつ細々なところに迷いを生じ、商品化へ

の不安は取り除けないものである。

特にサイズや材質は、製品の色などとは逢い

生活者のニーズが欄みにくく、製造コストや取

り引き上の問題として企業測の都合で判断され

ることが多いため、生活者への対応として不安

を残す部分が生じやすい。このような企業の現

場においても、『イメージ」はそれを判断する

重要なカギとなっているが、問題は誰のイメー

ジで判断するかにかかってくる。

県内企業の中にも、女性を対象にした製品で

あれば、女性従業員や奥さんの意見を聞き判断

しているなど、努力さ打ているようであるが、

重要なことは、ターゲットとする生活者ニーズ

に近づく事であり、女性の意見を採用すれば良

いというものでもない。

たしかに、使わない人よりも実際に便う人の

意見のほうが有効であるが、 「どちらが高級感

があるか」、 「どちらが都会的か」、 「どちら

が知的か」、また「どちらのピンクのほうが多

くの女性に好まれるか」など、個々の問題では

女性と言えどターゲットの「好み」にどれだけ

近づけるかが重要であるからである。

東京の某靴メーカーでは、 10年も前から社内

従業員のファッションセンスをテストし、開発

製品のジャンルと足のサイズにあわせた、デザ

イン評価グループをいくつか作り、製品デザイ

ンを決定している。

このような人の感性を分析し、必要な開発プ

ロジェクトを設置する方法は、前年 11月に行

った当工業技術センターのデザインセミナー、

日本カラーデザイン研究所の資料によってもで

きると思われるが、要は作り手側がターゲット

とする生活者の感性（求めるイメージ）をどれ

だけ把握し、どれだけの尺度をもって判断した

かによって、デザイン開発へのリスクの低減が

図れるのである。デザインは（何かを売り）そ

の市場確保の戦略でもある。その戦略がどこま

で成功したか、次期戦略立案のためにそれを記

録していく事も忘れないでほしい。

※日本カラーデザイン研究所の資科について

は下記にお間合わせ下さい。

（県工業技術センター 技術振興部デザイン）

ざ 芝 槻械 式会社

本 杜 東 京 都中央区銀附 4 丁目 2 - l1 

名占屋営業所名古屋市中村区名駅 4丁目 7番 23号

化丁機課 TEL <052> 561 -8 3 4 1 
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隧麗麓隧隧翼隧隧隧麗麗隧隧麗隧麗麗麗麗隧麓隧麗麗麗麗麗麗麗麗麗翼麗組合員の工場訪問麗翼翼

シェア・ナンバーワンを勝ち取れ

l岐阜プラスチック工業 l

新年の組合員訪問は、工場訪問というより

社長訪問とし、岐阜プラスチック工業の大松

利幸社長を訪ねた。大松さんのことは、いま

さら記すまでもないが、昨年の工業組合創立

20周年記念式典のわずか10日前、 5月17日に

急逝した大松幸栄工業組合理事長の長男であ

る。しかも、この日は大松幸栄社長が会長と

なり、利幸副社長の社長昇格を決める株主総

会と役員会の朝だったという、劇的な社長交

代で登場した人。

その利幸社長は明けて4頌足。昭和4{¼平慶応

大学卒業後の三年間にわたり三菱油化で勉強、

48年に岐阜プラスチック工業へ人社、いらい

後継者教育を受けながら専務、副社長をへて

今日に至っている。

社長に就任してもう 7カ月余。二代目社長

としてすっかり板についた感じ。大松社長は

就任早々当時を振り返りながら「先代社長の

大きさというか重みというのか、いま、ひし

ひしと判ってきた。したがってオーソドック

スかも知れないが、創業社長が35if:の間に残

した経営ノウハウを活かして進みたい」と話

し始める。しかし、事業内容の展開になると

新社長は目を輝かす。

福島に最新鋭の成形工場を建設

「プラスチックは第二の発展期に入ってい

る。先代は日用雑貨品、コンテナー、工業部

品、食品包装容器などの各部門を設け、プラ

スチック成形の総合メーカーヘと成長したが

いずれの部門もナンバーワンではない。この

ため新しいスローガンを｀｀ナンバーワンを勝

ちとれ，，において、各部門は専業に専念する

ことにした」さらに「部門ごとのナンバー

ワンが多くなれば次の目標は＂株式の上場，＇

です」と意欲を盛り上げる。

その具体的な動きが、早くも現われ

た。新聞紙上では「福島県に最新鋭の

成形工場を建設」と報道されたが、食

品包装容器からコンテナーまで生産す

る総合的な工場にしていくという。 ' 

大松社長は、昨年の五月総会で当工

業組合の理事に選ばれた。やがては県

はもとより全国の成形加工業界を背負

って立つ人。 「今後の団体活動は…」

と水を向けると「岐阜県は他県と異な

り、広い業種で構成されている。工業

組合はこの幅広い業種をメンバーに取

り込めば、大きな活動ができる」と父
鼻-

「各部門のシエア・トップをめさす」と語る大松社長 親譲りのリーダーシップを発揮する。
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事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

□あけましておめでとうこさいます口

空前の株式ブームとリクルート醸ぎのなかで

1989年も坦えました。この新年、プラスチック

業界にとっては、どのような経済環境が待ち構

えているのでしょうか。迎えた新年もプラスチ

ック業界が、また、組合員企業の皆さんがます

ます発展、成長する年でありますように・・・。

事務局としても、迎えた新年を一つの節目と

して、お手伝いさせていただきます。

口初行事、 27日に新年懇親会を開催口

工業組合は新年の初行事とし 1月27日（金曜

日）午後 4時から西柳ケ瀕日ノ出町の岐山会館

で「新年懇親会」を開催します。懇親会に先立

って講演会（講師は大蔵省・岐阜財務事務所長

の湯野川仁氏を予定）開催します。スケジュール

を調整され、一人でも多くご参加ください。

口火災は早期発見•そして初期消火口

消火器のトップメーカー・ヤマトの「二酸化

炭素消火器」（業務用）をあっ旋しております

泡・粉末消火器と違いほとんど汚すことはなく

ちょっとした出火にも、素早く消火でき、後始

末もほとんど手間いらずです。また、消火スピ

ードが早いため、配電設備や機器等に威力を発

揮します。こ‘注文は工業組合まで。

岐阜県のプラスチック
1989 86号

昭和64年 1月1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (0582) 7 2 -7 1 7 3 

FAX (0582) 7 6 -1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合
発行責任者 篠田裕之

．． 
＠
④
 日拿含虚コム糠式含甚本社！東京都中央区如虹—ll ・24 TEL(03)o'll-411]• 名古屋支店 /TEL(052)571-1231 
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ニーズに適確に
こたえることで
来の扉をひらきます
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口五□`` を価匿虎るもの［こ I1,  

匹 9言租""’'マー
名古屋支店名古屋市中村区名駅 4丁目 27番 28号 （新名古屋ビル）

い越シリコーン

"←5と呻C鵡n•)9言譴コリコーニ
。信越化学／名古屋支店

名古墨市中村区名駅4-27-23（新名古屋ピ）レ束館）

TEL(052) 581-651 1 （イ七）

プラスチックの離型に最適な離型剤を

ご紹介します。

信越シリコーン離型剤。熱に強く、化

学的に不活性てすから、型や成形材料

を汚したり、傷めたりする心配があり

ません。不艮品の発生を防ぐばかりか、

清掃などの労力が軽減てきますのて‘‘‘

作業能率も一＾段と向上します。

く特長＞
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岐阜県プラスチック工業組合

役員一ー后l

株式会社

東海ポリエチ工業所

取締役社長大野繁俊

本社工場羽島那岐南町野中字州崎
TEL <0582> 46-1313似

品質と技術の工業部品専門メーカー

ム ト ー 精 工 株 式 会 社

代表取締役武藤昭三

本社工場 各務原市鵜沼川崎町 1-60-1
TEL〈0583〉71- 1100低

コダマ樹脂工業株式会社

代表取締役会長児玉庄一

岐阜県安八郡神戸町末守 37 7の1

TEL<O 5 8 4 2 7> 4 14 1番（代表）

岐阜プラスチック工業：百

取締役社長大松利幸

揺岐阜市神田町9丁目 25（大岐阜ビル6F) 
TEL <0582> 65-2233低

ひまわり印家庭用雑貨

東和化成株式会社

代表取締役納土栄一郎

本社・工場岐阜市前一色 8丁目 5番 16号
TEL<0582> 45-5528四〒500

東寮即瓢東京都中央区湊 3-16-8 
磯部ビル 2F

TEL<O 3>551-6300〒104



バス・航空機・車輌・船舶用各種座席、航空機部晶
強化プラスチックス、太陽温水器

天龍工 業株式会社

代表取締役福西紀雄

本社 岐阜県各務原市蘇原興亜町4丁目 1
TEに 0583>82-4111（大代）

合成樹脂原料製造販売
委託加工及カラーリング

美濃化学工業株式会社

代表取締役吉田博司

本社 岐阜県美濃市極楽寺改田1451-1

TEL <05753>3-1888 

日本工芸株式会社

代表取締役加藤法康

関市西田原 41 5 

TEL <05752> 2-0328 

関化成工業有限会社

代表取締役林 光夫

本社関市東町 4の 9の 1
TEL<05752>2-1545低

工場関市ひかり町

TEL<05752>2-4904 

大垣プラスチック

工業株式会社

取締役社長日比正隆

本社工場大垣市大島町 2丁目 394番地
TEに 0584>81-134灼

名古屋薯 名古屋市東区代官町 24 
TEに 052>932-394罰

名古屋三光合成樹脂工業:塁

岐阜工場

取締役工場長山本幸雄

名古屋市南区鳥栖町2丁目 98番地

TEL<052> 8 2 2-13 2 5番因

岐阜工場 岐阜県安八郡安八町森部 2454の1

TEL<058464>代表 8888番

有限会社

加藤プラスチック製作所

代表取締役加藤雄

岐阜市鏡島 17 8 5 -1 

TE L<O 5 8 2>5 1-5 3 5 7 

岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役篠田 哲

岐阜市岩地 8-7-15 

TEL< 0 5 8 2 > 4 6 -2 5 4 1 



射出成形を知りつくしたNISSE!だから
満足出来る高度ゾフトいろいろ。

I
 

I
 

射出成形機づくり40年。先進技術で常に業界をリードし続けるNISSE|--

射出成形機を浄青密産業機械＇として位置づけ、あらゆるニーズに応える豊富な機種・

システムが、各産業界から高い評価を得ています。しかも、ユーザーの皆さまの利益追求の

ために、長年の経験を生かし、射出成形をトータル的な視野でとらえ、多様化する成形

加工の課題に挑みつつ、明日のプラスチック産業の発展にむけて、大ぎく前進しています。

NISSEI 

日輯樹脂工業隷式會祉
岐阜出張所 〒500岐阜県岐阜市茜都寺屋敷3-40茜ヒル1F 合 (0582)72-5952 

本社，工場／長野県坂城町南条 2110 ff(0268)82-3000（大代表）

圃東京事務所圃営業所／西関東•東関東•大阪・名古屋・長野・東北・広島
麗出張所／全国29ヵ所露海外サーヒスステーション 27ヵ所 19ヵ国
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＿＿一―-_--―-＝ 理想は名椒で
プラスチック射出成形機の

専業メーカーとして、型締力35
ト ンの 超小型精密機から

12,000トンのジャンボダイナに

至るまで、プラスチック射出成形

機一筋にかける情熱は、各種の

＠株式昨名椒裂 f-1<汗 本社・工場
愛知県大府市北崎町大根2電く0562〉48-2111



発見と発明
ゆだぢら生9舌環境をワlエイト

MMA部門を中心として、時代のニーズに合った
発見と発明を…

-Lす。）0

□/ 
／／／ー エネルギ

／ ／／  品質索材
明＂を続

三］ア 三［ ／クり））／；寸脂王梨板

“::;7罵⇒9《
メタクリル樹脂・押出板

コl=E~::;.x
メタクリル樹肝成形材料

“ゥベ・'ト
協和ガス化学工業株式会社

本社 〒103東京都中央［メ II本ぽ3-821斤1)本ほヒルロ 103)2773174 

人阪出務所 ft(%)345-3901 名，9,年＇g,業所 ffl052l9516396 

福岡岱梨所 ft(09217111530 仙台i'；業所 eIO2221661525 

“発見＂されたモノを ll常4孔舌に使用

てきるように研究開発することが“発明＂

ー，、~ .噴にとって新しく＂発見＂された

- ＂天然ガス＂を原料に「晶

の総合開発」をテーマに、＂発

ナる協fllガス化学l．．業。メタ

貫生産メーカーとして、常に

もの＂を求め続けています。

活きてる素材。
三菱レイヨンのフフスチック

ー
~

i/ 

¥
¥
 

＼

＼

 

¥
＼
 

メタクリルキ討脂／板枯品

アワ’Jライト
メタク＇） ｝噸j9旨 身は成形ヰオい

アワIJペットR

ABS印詣

ヮ・ィャベットABS

人三菱レイヨン
東京(272)4321／大阪(202)2241 名古屋(56I)6711 
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Utility goods & Chic circumstance 

グレイスシリーズ
様々な暮らしの直具の中で、これはど

ベーシソクで、また、なくてはならな

いものはありません。グレイスは犀内・

外をとわす環燒にマッチするテザイン

配慮をコンセプトにした質の閏いシリ

ーズです。決して飾らない直貝達が祈

しい住空間を創造します。

岐阜プラスチック工業株式会社
疇本社：岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ヒル6階）
鬱生産本部：各務原市前渡東町4丁目222番地

岐阜プラスチックグループ
疇リス興業樹

曇リスパック（株

鬱リス（株）

●東北リス（株）

●東京リス（株）

鬱大阪リス（株

●四国リス（株）

●九州リス（株）

・戸エンシニアリング峠


